
あ

る

飛

躍

上

告

事

件

の
追

憶

前

沢

忠

成

飛
躍

上
告
事

件

は
、
戦

前

戦
後

を
通

じ

て
、

そ

の
数

は
極

わ
め

て
少

な

い
。

こ
こ
で

は
民
事
訴

訟

事
件

に

つ
い
て
述

べ
る

が
、

刑
事

事

件

に

つ
い
て
も
、

同
様

で
あ

る
。

戦

前

は
、
裁

判
官

は
も

ち

ろ
ん
、

学
者

も
例

外

な

く
、
飛

躍

な

る
言
葉

を
用

い
て

い
た

が
、

戦

後

は
、

い
か
な

る
理

由

か
ら

か
、
あ

る

い
は
、
飛

越

と

い
い
、

あ

る

い
は
、

跳
躍

と

い
う

語

が
用

い
ら
れ

て

い
る
。

(森
鴫
外
が

≦
♂

ω
粟

轟
房

の
中
で
、
書
生
の
言
と
し
て
跳
躍
と

い
う
語
を
、
妙
な
と
こ
ろ
で
用

い
て
い
る
の
を
想
起
す
る
。

言
葉
や
文
字

の
遣

い
方
に
細
心
な
鴎
外

の
ユ
ー
モ
ア
で
あ
ろ
う
。

な
お
、

加
藤
正
治
博
士
は
、

ヘ

ヘ

へ

説
明

の
と
こ
ろ
で
、
跳
躍
的
と
い
う
語
を
用

い
て
お
ら
れ
る
。
新
法
学
全
集
、
加
藤
正
治
、
民
事
訴
訟
法
四
三
五
頁
)
。
独

逸
語

の

OD
鷲
質
昌
αq
噌o
く
一臨
o
ロ

の
訳
語

と
思
う

が
、

分

り
さ

え
す

れ
ば
、

ど

れ

が
よ

い
、

ど

れ

が
悪

い
、

と

い
う

こ
と
も

あ

る
ま

い
が
、
裁
判

官

は
、

私

の
知

る
限
り

、

戦

後

も
皆

、
飛

躍

上
告

と
称

し

て

い
る
。

現

に
最
高

裁

判
所

で

は
、
飛

躍

上
告

と

し

て
統

計
表

が
作
成

さ

れ

て

い
る
。

(
民
事
事
件
記
録
符

号
規
程
、
裁
判
所
便
覧
等
参
照
)

最
高

裁

判
所
事

務

総
局

を
煩

わ

し

て
調

べ
た
飛
躍

上
告
事

件

(新
受
)

の
数

は
次

の
と

お
り

で

あ

る
。

こ

の
表

に
見

ら

れ

る
よ
う

に
、

大
審

院

時
代

に
も
、

最

高
裁

判
所

に
な

っ
て
か

ら
も
、

極

わ

め

て
少

な

か

っ
た
飛
躍

上
告

事

件

で
あ

る

あ
る
飛
躍
上
告
事
件

の
追
憶

=

一九
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一
三
〇

圃
、

戦

前

十

年

間

院
数轟灰匿度

備1年
考

3昭 税7 .年

2// g,.

5

1

「
〃9〃

i 〃10〃

1// 11〃

1

2

〃12〃

〃13〃

 

右
表
に
は
通
常
訴
訟
の
外
に
人
事
訴
訟
を
も
含
む
。

1

1

〃14〃

〃15〃

3

明
確
な
資
料
な
し

〃16〃

〃

ii

ii

rr

ノ〆

17〃

38〃

19〃

20〃

21〃

 

二
、
戦

後

十

六
年

間

年 度

1最高裁 判所
}

新 受 件 数i

昭 和22年

〃23〃

〃24〃

i

I
明 確 な 資 料i

な しl

I

12

3

〃25〃

〃26〃

4

2

〃27〃

..2g�

2// 29〃

5

り
4

り
々

〃30〃

〃31〃

〃32〃

0〃33〃

1〃34〃

 

備
考

右
表
は
通
常
訴
訟
の
み
で
行
政
訴
訟
を
含
ま
な
い
。

な
お
高
等
裁
判
所
の
飛
躍
上
告
事
件
の
新
受
は
昭
和
二
十
五
年
に
一
件
あ
っ
た
の
み
で
あ
る
。

3// 35〃

9〃36〃

一

r
O〃37〃

5〃38〃

8

2

〃39〃

〃40〃

 

か
ら
、

そ

の
第

一
審
事

件

を
担

当
す

る
と

い
う

こ
と
は
、

同
様

に
稀

れ
な

こ
と

で
あ

っ
た
。

こ
の
稀

れ
な
機

会

に
、

四

十
年

近

い
裁
判
官



生
活

で
、
私

は

一
回
恵
ま
れ
た
の
で
あ

る
。

昭
和
八
年
、
判
事

に
任
官

し
て
ま
だ
十
年

に
も
な
ら
ぬ
未
熟
な
私

が
、
東
京

地
方
裁
判
所

で
民
事
部
の
陪
席
判
事
を
勤
め
て
い
た
時

で

あ
る
。
私

の
属
し
て
い
る
第
十

一
民
事
部
に
係
属

し
た
電
力
料
金
返
還
請
求
事
件

と
い
う

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
裁
判
長
は
柳
川
昌
勝
判
事
、

私
が
右
陪
席
、
左
陪
席

は
泉
芳
政
判
事

で
あ

っ
た
。
裁
判
所
構
成
法
時
代

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
地
方
裁
判
所
は
全
部
合
議
体
で
、

一
つ

の
部
に
常
時
三
百
件
乃
至
四
百
件
位

の
事
件

が
係
属
し
て

い
た
。
現
在

は
、
合
議
体
を
組
成
す

る
そ
れ
ぞ
れ
の
裁
判
官

が
、
単
独
裁
判
官

と
↓
て
も
、
事

件
を
担
当
す
る

の
が
通
例

で
あ
る
か
ら
、

一
つ
の
部
に
係
属

し
て
い
る
事
件

の
合
計
数

は
も

っ
と
多

い
部
も
あ
る
。
部
に

新
件

が
配
点

さ
れ

る
と
、
内
部
的

に
主
任
判
事

が
決

め
ら
れ
る
。
私
が
こ
の
事
件

の
主
任
判
事
と
な

っ
た
。

訴

状
を
見

る
と
、
請
求
原
因
事
実

は
比
較
的
簡
単

で
、

恐
ら
く
、
法
律
問
題

が
重
要
な
争
点
に
な
る
も

の
と
窺
え

た
の
で
、
部
で
相
談

の
上
、
準
備
手
続

を
行
わ
な

い
で
、

一
応
、
直
接
、

口
頭
弁
論
を
開
く
こ
と
に
な

っ
た
。
最
初

の
口
頭
弁
論
期

日
に
お

い
て
、

双
方
代
理

人
は
、

こ
の
事
件

は
、
事
実
関
係

に

つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
争
な
く
、
法
律

の
解
釈

が
重
要

な
争

な
の
で
、
裁
判
所
が
如
何

な
る
判
断

を
下

さ
れ
よ
う
と
も
、
お
互
に
控
訴

は
な
さ
ず
、
直
接
、
上
告

を
申
立
て
、
大
審
院

の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
、
双
方
と
も
異
存
な

い
の
で
、
な

る
べ
く
早
く
審

理
を
進
め
て
、
判
決
を
し
て
頂
き
た

い
、
と

い
う
こ
と
を
述

べ
た
。

こ
れ
は
、
正
式

に
口
頭
弁
論

に
お
い
て
、
上
告
を
為

す
権
利
を
留
保
し

て
控
訴

を
為
さ
ざ

る
こ
と
を
合
意

し
た
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
双
方
代
理
人
が
、
希

望
を
述

べ
た
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

従

っ
て
、
飛
躍
上
告

の
合
意
が
な
さ
れ
た
こ
と
を

口
頭
弁
論
調
譜

に
記
載
す

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

当
時

の
民
事
訴
訟
法
第
三
百
六
十
条
に
は
、
不
控
訴

の
合
意

の
時
期

に

つ
い
て
別
段

の
制
限
な
く
、

こ
の
種

の
合
意
は
終
局
判
決
言
渡

後

で
な
け
れ
ば
な
し
得
な

い
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
三
年

の
改

正
に
よ

っ
て
で
あ
る
か
ら
、
右
不
控
訴

の
合
意
を
、
な
そ

う
と
思
え
ば
、
第

一
審

の
口
頭
弁
論

に
お
い
て
も
、
な
し
得

た
わ
け
で
あ
る
。

も

っ
と
も
、
こ
れ
か
ら
詳
述
す
る
第

一
審
事
件

の
判
決
が

あ
る
飛
躍
上
告
事
件
の
追
憶

=
二
一
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言
渡

さ
れ

(
昭
和
八
年
+
月
二
+
四
日
)

こ
れ

に
対

し
飛

躍

上
告

が
為

さ

れ

て
、

大
審

院

に
係

属

中

に
、
大

審
院

に

お

い
て
、

他

の
部

に
係

属

し

た
別

の
事
件

に

つ
い
て
、

不
控
訴

の
合

意

に
関

す

る
問

題

に

つ
き

、
判

決

が
な

さ
れ

た
。

昭
和
九
年
二
月
二
十
六
日
大
審
院
第

一
民
事
部
判
決

大
審
院
民
事
判
例
集
第
十
三
巻

二
七

一
頁

こ

の
案

件

は
、

両
当
事

者

間

に
無

尽
契
約

を
締

結
す

る
際

に
、

そ

の

一
方

の
み
が
控
訴

を
為

さ
ざ

る

べ
ぎ

こ
と
を
約

し
た
と

い
う
点

で
、

原
判

決

が
破
棄

さ

れ

た

の
で
あ

っ
て
、

第

一
審

判
決

言
渡

前

に
、

古

不
控

訴

の
合

意

が
な

さ

れ

た
と

い
う
点

に

お

い
て
、

原
判
決

が
破

ら

れ

た
も

の

で
は
な

い
。
従

っ
て
、

本
件

に

つ
い
て
、

前

述

の
如

く
、

正
式

に
第

一
審

の

口
頭

弁
論

に
お

い
て

(
即
ち
第

一
審

の
判
決
言
渡
前

に
)

一
審

判
決

の
結
果

如
何

に
拘

ら
ず
、

即

ち

ど
ち

ら

が
敗

訴

し

よ
う

と
も
、

控
訴

の
申
立

は
な
さ

な

い
、

と

い
う

こ
と

を
、

双
方

が
合

意

し

た
な

ら
ば

、

そ

の
有

効

で
あ

っ
た

ろ
う

こ

と
は
、

い
う
ま

で
も

な

い
。

菊
井
維
大
、
村
松
俊
夫

民
事
訴
訟
法
五

五

}
八
頁
参
照

本

件

に

つ
い
て
は
、

当
事

者

は
判

決
言
渡

(
昭
和

八
年
+
月

二
+
四
日
)
前

で
あ

る
昭

和

八
年

九

月

二
十

六
日
付

を

も

っ
て
、

上
告

を

な

す

権
利

を
留

保

し

て
控
訴

を
な

さ
ざ

る
こ
と

を
合
意

す

る
旨

の
連
署

の
書
面

を
第

一
審

裁
判

所

に
提

出

し

た

の
で
あ

っ
た
。

本

件

の
事

件
名

は
電
力

料

金
返

還
請

求
事

件

で
、

原
告

が
被

告

に
支

払

っ
た
電

力
料

金

を
不

当
利

得

を
原
因

と
し

て
返
還

を
求

め
る
も

の

で
あ

る
が
、
右

支

払

は
破
産

法

第

三
、百
五
条

の
規

定

に
よ
り

無

効

で
あ

る

か
ら

と
主
張

す

る

の
で
あ

る
。
も

と
よ

り
、

こ
れ

は
通

常

訴

訟
事

件

で
あ

る
か

ら
、
事
務

分
配
規

程

に
基
づ

き

い
わ
ゆ

る
普

通
部

で
あ

る
第

十

一
民
事

部

に
配

点

さ

れ

た
の

で
あ

る
。

仮

り

に

こ
れ
が

右

支

払

行
為

そ

の
も

の
の
無
効

有
効

を
争

う
訴

訟

で
あ

っ
た

と
し

て
も
、

こ
れ

は
破

産
裁

判

所

(東
京
区
裁
判
所
)
が
判
定
す

べ
ぎ
も

の
で

な

く
、
受

訴
裁

判

所

が

一
般

の
訴
訟

手
続

に
よ

っ
て
判

定
す

べ
き

も

の

で
あ

っ
た
。



松
岡
義
正

破
産
法
論

(
手
続
規
定
)
六
六
五
頁

こ
こ
で
、
事
件

の
概
要
を
不
必
要
な
部
分
を
省

い
て
、
そ

の
大
筋

だ
け
を
記
す

と
.
原
告
は
建
物

の
賃
貸
を
業

と
す
る
株
式
会
社
山
王

会
館

で
、

麹

町
日
枝
神
社

(
江
戸
の
三
大
祭
で
有
名
な
山
王
様
)
下
に
山
王
会
館

と
称
す
る
五
階
建

の
建
物
を
所
有

し
、

こ
れ
を
株
式
会
社

山
王

ホ
テ

ル
そ
の
他

に
賃
貸

し
、
右
建
物

の
諸
設
備
に
使
用
さ
れ
る
電
力
を
被
告
東
京
電
燈
株
式
会
礼

か
ら
供
給

を
受
け
、
昭
和
七
年

七

月
か
ら
十
月
分
迄

の
電
力
代
金
を
支
払
う

べ
き
債
務

を
負
担
し
て
い
た
。
原
告
会
社

は
昭
和

七
年
十

一
月
七
日
限
り
、

一
般

の
支
払
を
停

止
し
、
同
日
東
京
区
裁
判
所

に
和
議
開
始

の
申
立

を
な
し
、
右
電
力
代
金
も
支
払

わ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
、
被
告
会
社

か
ら
、
も

し
支
払
を

し
な
け
れ
ば
、
直

ち
に
送
電
を
中

止
す
る
と

の
通
告
が
あ

っ
た
た
め
、

こ
れ
を
恐
れ
送
電

の
中

止
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た

一
方
、
原
被
告
会

社
共
、
右
電
力
代
金
債
権

は

一
般

の
先
取
特
権
あ
り
、
和
議
債
権

に
属
し
な

い
も

の
と
誤
信

し
た
た
め
、
原
告
会
社
は
、
前
記
支
払
停

止

後

で
あ
る
昭
和
七
年

十

一
月
九

日
か
ら
、
右
申
立
に
基
づ
き
和
議
開
始
決
定

の
あ

っ
た
同
年
十

二
月
二
十
三
日
の
後

で
あ
る
昭
和
八
年

一

月
九

日
に
至

る
間
、
数
回
に
右
電
力
代
金
合
計
金
額

を
支
払

っ
た
が
、
昭
和
八
年

一
月
二
十
六
日
の
債
権
者
集
会

に
お

い
て

「
和
議
債
権

は
八
割
を
免
除

し
、
残
額

二
割

は
、
和
議
認
可
決
定
確
定

の
日
か
ら

一
ケ
年
据
置
き
、
そ

の
翌
月
末

日
に

一
時

に
支
払
う

こ
と
」

と
い
う

和
議
条
件
が
可
決
さ
れ
、
同
年

二
月
二
日
和
議
認
可
の
決
定
あ
り
、
該
決
定
は
同
年

四
月
二
十
八
日
確
定
し
た
。
原
告
会
社

の
被
告
会
礼

に
対
す
る
前
記
電
力
代
金

の
弁
済
は
、
和
議
開
始

の
申
立
人

で
あ
る
原
告

会
社

が
、
和
議

の
債
権
者

で
あ
る
被
告
会
社

に
対

し
、
和
議

の

条
件

に
依
ら
な

い
で
特
別
利
益
を
与
え

た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
右
弁
済
は
和
議
法
第
四
十
九
条
破
産
法
第
三
百
五
条
に
よ
り
無
効
で
、
被

告
会
社
は
法
律

上
の
原
因
な
く
し
て
、
支
払
済

の
電
力
代
金
を
不
当

に
利
得
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
が
返
還
を
求
め
る
と

い
う

の

で
あ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
被
告
側
は
本
件
竜
力
代
金

の
支
払

が
破
産
法
第
三
百
五
条

の
特
別
利
益
供
与
に
該
当
し
て
無
効

で
あ
る
と
の
点
を
否
認

し
、

あ
る
飛
躍
上
告
事
件
の
追
憶

一
三
三
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そ

の
他

の
事
実
関
係

は
こ
れ
を
認

め
、
本
件
電
力
代
金
の
弁
済
を
破
産
法
三
百
五
条

に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
す
る
に
は
、
債
務

者
と
債
権

者

と
の
間
に
お

い
て
、
主
観
的

に
こ
れ
を
和
議

に
利
用
す

る
の
合
意
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す

る
も

の
で
あ

る
に
拘
ら
ず
、
本
件

に
お

い
て

は
当
事
者
間

に
そ

の
様
な
意
思
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
右
弁
済

は
有
効

で
あ

る
。
仮
り
に
こ
れ

が
無
効

で
あ
る
と
し
て
も
、
原
告
会

社

は
、
不
法

の
原
因

の
た
め
に
給
付
を
な
し
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、
こ
れ
が
返
還

を
請
求
し
得

な

い
と
述

べ
た
。

他
に
こ
ま
か
い
点
は
二
、
三
あ

っ
た
が
、

こ
の
事
件

は
、
三
、
四
同
の
口
頭
弁
論

で
終
結
し
た
。
因

み
に
、
そ
の
後

三
年

を
経
ざ

る
昭

和
十

一
年

二
月
二
十

六
日
に
突
発
し
た
二
、

二
六
事
件

の
際
、
こ

の
山
王
会
館

が
事
件

が
鎮
定
さ
れ
る
二
十
九

口
に
至

る
ま

で
の
四
日
間
、

叛
乱
軍

の
本
拠

(兵
蛸
部
)
と
な

っ
た
こ
と
は
、

本
件

と
は
何
等
関
係

の
な

い
こ
と
で
あ
る
が
、

私

の
追
憶

に
は
切

っ
て
離

せ
な

い
出
来

事

で
あ

っ
た
。

最
も
重
要
な
争
点
と
な

っ
て

い
る
破
産
法
第
三
百
五
条

の
法
意

に

つ
い
て
は
、
主
任
判
事

と
し
て
十
分

に
研
究
し
て
、
自
分

の
考
え
を

ま
と
め
た
上
で
合
議

に
入
る
こ
と
を
希
望
し
、
部

の
了
承
を
得

た
。
そ
れ

か
ら
、

非
開
廷

日
毎

に
大
審
院
図
書
室

(
現
在
垂
筒
裁
判
所
三
階

調
査
官
室
と
な
っ
て
い
る
)
に
出
か
け
て
、
破
産
法
、
和
議
法
関
係

の
書
物
を
片
端

か
ら
調

べ
た
。

破
産
法

は
大
学
時
代

に
、
加
藤
正
治
先

生

の
講
義
を
聴

い
た
が
、
破
産
法
そ
の
も

の
に
全
く
魅
力
を
感

ぜ
ず
、
先

生
の
美
声

に
た
だ
眠
む
く
な

っ
た
記
憶

が
残
る
の
み
で
あ

っ
た
。

ま
た
判
事
と
な

っ
て
か
ら
も
、
当
時
は
破
産
は
区
裁
判
所

の
管
轄

で
、
し
か
も
練
達

な
先

輩
判
事

が
こ
れ
に
当

っ
て
い
た
た
め
、
直
接
破

産
事
件
を
担
当
し
た
こ
と
も
な
く
、
全
く
最
初
か
ら
破
産
法

の
勉
強

の
や
り
直

し
も
同
然

で
あ

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
破
産
事
作
係

の
先
輩
判

事

に
、
問
題
点

に

つ
き
教

を
乞
う

て
も
よ

か

っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
問
題

は
、
破
産
法
和
議
法
施
行

(大
正
+
二
年
)
以
来
十
年

に
な
る

が
、
大
審
院
は
も
ち
ろ
ん
、
下
級
審

の
判
例
も
な
く
、
当
事
者

は
、
判
例

を
出

し
て
貰
う

こ
と
を
希
望
し
て
、
飛
躍

上
告
を
す

る
と

い
う

事
件
で
あ
る
か
ら
、

一
審

と
し
て
も
、
立
派
な
判
決
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
責
任
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
勉
強
す

る
に
も
張
り



合

い
が
あ

っ
て
、
先
輩

に
教

を
乞
う
こ
と
は
敢
え

て
し
な

か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
色

々
な
書
物
を
調

べ
て
も
、
問
題
点

に
触
れ
て
、
し
か
も
私

が
漠
然

と
考
え

て
い
る
見
解

に

つ
い
て
書

い
て
あ
る
も

の
に

な
か
な
か
ぶ

つ
か
ら
な
か

っ
た
。

そ
れ
は
破
産
法
第
三
百
五
条

の
特
別
利
益
供
与

の
行
為
と
い
う
も

の
が
、
単

に
和
議
条
件
に
よ
ら
な

い

で
、
計
数

上
債
権
者
に
利
益

に
な
る
よ
う
な
利
益
を
与
え
た
と
い
う
だ
け
で
は
足
り
な

い
の
で
、
そ

こ
に
何
か
プ
ラ

ス
ァ
ル
フ

ァ
が
あ
る

の
で
は
な

い
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
被
告
会
社

の
方

で
は
、

こ
の
ア
ル
フ

ァ
を
債
務
者
と
債
権
者

と
の
間
に
お
い
て
主
観
的
に
こ
れ
を
和

議

に
利
用
す
る
合
意
な
り
と
し
て
主
張

し
て

い
る

の
で
あ
る
。

あ
ち

こ
ち
渉
猟
し
て
最
後

に
松
岡
義
正
氏

の
破
産
法
論

を
読
ん
だ
。
著
者

が
多
年
大
審
院

の
民
事
部
長
判
事

と
し
て
実
務

の
経
験
豊

か
な
学
者
で
あ

る
だ
け
に
、
実
務
家
に
と

っ
て
有
益
な
本

で
あ
る
が
、
何
分
、

ど
こ
に
何

が
書

い
て
あ
る
の
か
探
し
出
す
ま
で
に
相
当

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
要
す

る
本
な

の
で
、

一
番
後
廻
わ
し
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ

る
。
松
岡
氏
の
場
合
は
、
実
務
家
兼
学
者
で
別
問
題

で
あ
る
が
、
純
学
者

の
著
書
に

つ
い
て
、
裁
判
官

の
う
ち
に
は
、
学
者
は
裁
判
を
や

っ
た
こ
と
が
な

い
か
ら
、
往

々
に
し
て
問
題
点
を
見
逃

し
た
り
、

つ
か
ま
え
方
が
見
当
外
れ

の
こ
と
が
あ

る
、
と

い
う
批
判
を
す
る
人
が

あ
る
が
、
そ
う

い
う
批
判
を
聴

か
さ
れ
る
た
び
に
、
私

は
、
そ
う

い
う

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
自
分

の
よ
う
な
不
勉
強
者
か
ら
見
れ
ば
、

学
者
は
裁
判
実
務

に
た
ず
さ
わ

っ
た
こ
と
も
な

い
の
に
、
よ
く
細
か
い
こ
と
も
研
究
し
て
い
る
の
に
感
心
す

る
、
と
答

え
て
い
た
。
現
在

で
も

こ
の
実
感
は
変
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ

の
不
勉
強
者

が
破
産
法

に
興
昧

を
持

つ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、

こ
の
飛
躍

ヒ
告
事
件
を
担
当

し
て
か
ら
二
十
年
を
経

て
、
東
京
地
裁
民
事
所
長
代
行
在
任
中
、
株
式
相
互
金
融
関
係

の
破
産
事
件
が
続

出
し
た
際
、
破
産
部

の
総
括
者

を
兼
ね

て
、
約
三
年
間
自
ら
も
破
産
事
件
を
担
当
し
て
、
同
じ
破
産
部

に
属
す

る
三
名

の
同
僚
判
事

と
苦
労
を
共
に
し
た
時
か
ら
で
あ

っ

た
。松

岡
氏

の
破
産
法
論

に
は
、
相
当
詳
細
か

つ
適
切
な
表
現
で
、
私

が
心
に
感
じ
て
、

口
や
筆

に
う
ま
く
表
現

で
き
な

か

っ
た
点
が
書
か

あ
る
飛
躍
上
告
事
件
の
追
憶

=
ご
五
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れ

て
あ

る

こ
と
を

発
見

し

た
時

に

は
、

正
直

の
と

こ
ろ

ホ

ッ
と
し

た

の
で
あ

っ
た
。

早
速

こ
れ

を
参

考

に
判

決

の
原
稿

を
作

り
、

部

の
合

議

で
説

明

し

た
と

こ
ろ
、

裁
判

長

も
左

陪
席

判

事

も
全

面
的

に
私

の
考

え

に
賛

成

し

た

の
で
、
更

ら

に
原

稿

を
仕

上
げ

て
、
裁

判

長

に
提

出

し

た
。

い

つ
も

な
ら

ば
、

原
稿

が
半

分

位

は
消

さ

れ

た
り
、
書

き
替

え
ら

れ

た
り
す

る

の
だ

が
、

こ

の
原
稿

だ
け

は
、
裁

判
長

が
、

こ

れ

で

よ
ろ

し

い
と
、
殆

ん
ど
筆

を

入
れ

る
こ
と

も
な

く

フ
リ
ー

パ

ス
で
返

さ
れ

た
。

こ

の
判

決

.原
本

は
自
分

が
毛
筆

で
清
書

し
た
。

静
岡

刑

務
所

で
造

ら
れ

た

日
本

紙

で
あ

っ
た
。

自

分

が
筆

を

と

っ
て
清
書

し

た
貴

重

な
記

念
物

で
懐

し

い
ま
ま
、

過

日
、
東

京

地
裁

に
保

存

さ

れ

て

い
る

の
を
閲

覧

さ

せ

て
貰

っ
た
。

従
来

は
当
事

者

に

の
み
、

訴

訟
記
録

の
閲
覧

の
請
求

を
認

め

て

い
た
が
、

昭
和

二

十
三
年

に
民
事
訴

訟

法
第

百

五
十

一
条

が
改

正

せ
ら
れ
、

何

人
も

閲
覧

の
請
求

が

で
き

る
こ
と

に
な

っ
た

の
で

あ
る
。

な

お
判

決

の
原
本

は
、

明

治
時
代

か
ら
永

久
保
存

と

い
う

こ

と

に
な

っ
て

い
て
、
訴

訟

記
録

の
保

存
期

間

(+
年
)

が
過

ぎ

て
廃
棄

さ
れ

る
時

に
、

判
決

の
.原
本

だ
け

は
、

記
録

か
ら

は
ず

さ

れ

て
別

に
保

存

さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
て

い
た
。

戦
後

最
高

裁

判

所

に
な

っ
て
か
ら

も
事

件
記

録

等
保
存

規
程

(
昭
和

二
+
八
年
最
高
裁
判

所
規
程
第
九
号
)
も

そ

の
よ
う

に
定

め
ら

れ

て
い

た
。

と

こ
ろ

が
、

昭
和

三
十

九
年

の
最
高

裁
判

所

規
程

第

八
号

に
よ

っ
て
、

前
記

規
程

が
全
面

的

に
改

正

さ
れ

て
、
判

決

の
原
本

の
保
存

期
間

が
五
十
年

に
改

め
ら

れ

た
。

こ
れ

は
、

そ

の
利
用
度

、

保
存

の
手

数

と

か
費

用

と

か
を
考

え

た
も

の
で
あ

る
が

(独
逸
で
は
従
前
か
ら
五
十
年

で
あ
る
と
聞
く
)

こ

の
規
程

部
分

だ

け

は
、
当

分

の
間

、

従

前

ど

お
り
、

即

ち
永

久

保
存

と

い
う

こ
と

に
な

っ
て
現

在

に
至

っ
て

い
る
。

最

高
裁

で
は
、
判

決

原

本

を

マ
イ

ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
に
収

め

て

こ
れ

を
保

存
す

る

こ
と
も
研

究
、
準

備

中

で

あ

る
と

い
う
。

判

決

書

は
、

民
事

刑
事

を
問

わ
ず
、
当

該
事

件

の
全

貌

が
明

か

に
さ
れ

て

い
る

の
み
な

ら

ず
、

百
年

後

、

二

百
年
後

に
は
、

そ

れ

が
、

当

時

の
国

民

の
生
活

状
態

、

国

の
政

治

情
勢

、
経

済
情
勢

等

々
を
知

る
上

に
、
貴

重

な
文

化
資

料

と

な
る

も

の

で
あ

る

こ
と
を
思

う

と
き

、
色

々
な

点

で
困
難

は
あ

ろ
う

が
、
出

来
得

る
な
ら
ば

、

何
等



か
の
方
法

で
、
判
決

の
原
本
だ
け
は
、
永
久
に
保
存
さ
れ
る
よ
う
配
慮

あ
り
た
い
も

の
と
願
う
も

の
で
あ
る
、

本
件

に

つ
い
て
は
、
両
当
事
者
が
最
初

の
口
頭
弁
論
期

日
に
述

べ
た
と
お
り
、

第

一
審

の
判
決
言
渡

(
昭
和
八
年
+
月
二
+
四
日
)
の
前

で
あ

る
同
年
九
月
二
十

六
日
附
を
も

っ
て
、
上
告
を
為
す
権
利
を
留
保
し
控
訴

を
為
さ
ざ

る
こ
と
を
合
意
す
る
旨

の
連
署

の
書
面
が
第

一

審
裁
判
所

に
提
出
さ
れ
、

言
渡
後
間
も
な
く
上
告

の
申
立
が
あ
り
、

事
件

は
大
審
院
第
二
民
事
部

に
配
点
さ
れ
た
。
(
こ
れ
は
後
に
な
っ
て

知
っ
た
.」
と
で
あ
る
)
裁
判
長
は
嘉
山
幹

一
判
事
、
陪
席
判
事

は
、
霜

山
精

一
、
古
川
源
太
郎
、
駒

田
重
義
、
犬
丸
巌

の
四
判
事

で
あ

っ
た
。

そ

の
頃
、
在
京
三
裁
判
所

(大
審
院
、
控
訴
院
、
地
方
裁
判
所
)
の
各

民
事
部

の
有
志
判
事

で
、
民
訴
研
究
会
と
称
す

る
私
的
な
研
究
グ

ル

ー
プ
が
作

ら
れ
て
い
た
。

リ
ー
ダ
ー
は
、
井
野
英

一
、
細
野
長
良
等
大
審
院

の
先
煮
判
事

で
あ

っ
た
。
毎
年
春
秋

に

一
泊
旅
行

を
行

っ
て
、

経
験
豊

か
な
先
輩
判
事
を
中

心
に
、
民
事
訴
訟
法

の
問
題
を
懇
談
す

る
の
で
あ
る
。

こ
の
旅
行

の
機
会
以
外
に
は
特
に
研
究
会

を
開
く
よ

う
な
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、

こ
れ
が
唯

一
の
縦

の

つ
な
が
り

で
も

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
若
輩
判
事

に
は
極
わ

め
て
有
益
で
楽

し
い
集
ま
り

で

あ

っ
た
。こ

の
民
訴
研
究
会

の
食
後
懇
談

の
際
、
細
野
判
事

は
常

に
若

い
わ
れ
わ
れ
に
、
諸
君

は
裁
判
所
構
成
法
に
も

っ
と
関
心
を
持
ち
、

こ
れ
を
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と

い
う

こ
と
を
強
調

し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
細
野
氏
が
か
ね

て
、
司
法
省

が
裁
判
官

の
人
事
関

係

の
権
限
を
持
ち
、
ま

た
裁
判
所
の
予
算

を
握

っ
て
い
る
こ
と
に
強

い
反
感

を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
気
付

い
て
い
た
。

こ
の
点
は
、

わ
が
国

の
思

い
も
よ
ら
ぬ
敗
戦

に
よ

っ
て
、
米
軍

の
占
領
下
に
新
憲
法
、
新
裁
判
所
法
が
制
定
さ
れ
、
か
ね
て
細
野
氏
の
抱

い
て
い

た
不
満
が
大
き

く
解
消
さ
れ
た
、
と
言

い
得

る
と
思
う
が
、
そ
の
後
、
最
高
裁
判
所
発
足

に
あ
た

っ
て
、
細
野
氏
を
初
代

の
長
官

に

推
す

一
部

の
裁
判
官

が
激
し
い
運
動
を
起

こ
し
、
司
法
部
内
未
だ
見
ざ

る
波
瀾
を
生
じ
た
こ
と
は
、
当
時
報
道
さ
れ
た
周
知

の
事
実

で
あ
る
、

あ
る
飛
躍
上
告
事
件
の
追
憶

一
三
七
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=
二
八

民
訴

研
究

会

の
も

う

一
つ
の
楽

し
み

は
、
在

京
判

事

で
ゴ

ル
フ
を
や

る
人
達

は
、
例

外

な
く

こ

の
民
訴

研

究
会

の
メ

ム

バ
ー

で
、

一
泊

旅
行

の
際

に
は
、

必
ら

ず

ゴ

ル

フ
を
楽

し
む

こ
と

が
出

来

た

の
で
あ

る
。

従

っ
て
、

旅
行

の
先

は
殆

ん
ど
箱

根

か
伊

東

に
限

ら

れ

て

い
た
。

昭

和
九

年

の
春

、

民
訴
研

究

会

の
旅
行

が
伊
東

で
行

わ
れ
、

翌

日
は
川
奈

の

コ
ー

ス

(当
時
は
富
士

コ
ー
ス
は
な
く
て
大
島

コ
ー

ス
だ
け
で
あ

っ
た
)

で
ト
ー

ナ

メ

ン
ト

が
行
わ

れ

た
。

十
数

名

が
参

加

し
私

は
岡
村

玄
治

、
犬

丸
巌

の
両
大
審

院

判
事

と
組

ん
だ
。

両
先

輩

と
も

今

は

亡

し
。

コ
ー

ス
を

廻

っ
て

い
る
時

、
犬

丸

先

輩

が
、

「
君

の
書

い
た
判
決

が
今
、

部

に
係

っ
て

い
る
」

と

い
う
。

「
ど

の
事
件

で
す

か
」
「
和

議
法

の
事

件

で
飛

躍

上
告

の
あ

っ
た
事

件

だ
」

「
あ

れ

で
す

か
、

破

産

の
事

件

は
今

ま

で
扱

っ
た

こ
と

が
な
く

て
、

い

い
勉

強

に
な
り

ま

し

た
」

「
目
下

合

議
中

だ

が
、

ま
だ

合
議

が
決

ま
ら

な

い
」

「
い

つ
頃

言
渡

に
な

り

ま
す

か
」

二

寸

む

つ
か
し

い
問
題

だ

が
近

い
う

ち

に

決

ま

る
だ

ろ
う
。

君

は
松

岡

さ

ん

の
本

を
見

た
ね
L

「
ハ
イ
見

ま

し

た
。

あ

の
事

件

は
、

ど
う
考

え

て
も

原
告
側

を
勝

た
す

の
は
無

理

と

思

い
、
大

審

院

図
書

室

へ
通

っ
て
色

々
な
本

を
調

べ
ま

し

た

が
、

最
後

に
松

岡

さ

ん

の
本

に
詳

し
く
書

い
て
あ

る

の
を
見

付

け

た
時

は
、

ホ

ッ
と
し

た

の

で
す

」
。

主
任
判

事

が
誰

で

あ

る
か
は
、

部

の
内
部

の
問
題

で
、

訴

訟

記
録

の
表

紙

に
符

号

を

つ
け

る

こ
と
も

あ

る
が
、
当

事
者

や
訴

訟
代

理
人

等

外

部

の
人
達

に
は
分

ら

な

い

の
で
あ

る
。

し
か

し
、
判

決

の
原
本

を
見

れ
ば

、
す

ぐ

分

る

の

で
あ

る
。

と

い
う

の
は
、
原

本

は
、
修

習

の
た

め
に
部

に

つ

い
て

い
る
司
法

官

試
補

に
清
書

さ

せ

る

こ
と
も

あ

る
が

(
そ
の
場
合

に
は
判
決
書

の
第

一
枚
目
表

の
欄
外
右
下
に
司
法
官
試
補

ヘ

ヘ

ヘ

へ

何
某
と
書
く
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
)
大
切
な
判
決
は
、

主
任
判
事
自

ら
筆
を
執

っ
て
清
書

し
、

そ

の
判
事

が
契
印
し
、
且
、

判
決
と
書

い
た

右
下
に
そ

の
判
事

の
印
を
押
す
習
慣

で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
審
院

で
は
犬
丸
判
事
が
こ
の
事
件

の
主
任
判
事

で
あ

っ
た
こ
と
は
、

上

告
審

の
判
決
が
言
渡
さ
れ
た
後
に
知

っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

の
犬
丸
先
輩
と
の
対
話

が
静

か
な
春

日
和

の
川
奈
大
島

コ
ー

ス
の
フ

ェ
ア

ウ

ェ
ー
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
生
涯
忘
れ
得

ぬ
楽

し
い
憶

い
出

で
あ
る
.



上
告
審

の
判
決

は
九
年

八
月
十

日
言
渡
さ
れ
、
そ

の
結
果

は

一
審

の
考
え
が
そ

の
ま
ま
認

め
ら
れ

て
上
告
棄
却
と
な
り
、
判
例
と
な

っ

て
大
審
院
民
事
判
例
集
に
登
載
さ
れ
た
。
(大
審
院
民
事
判
例
集
第
+
三
養

=

=

頁
)

こ
の
判
例

に

つ
い
て
は
加
藤
正
治
先
生
も
賛
成
さ

れ
た
。

(加
藤
正
治

破
産
法
研
究
第
九
巻
三
六
五
頁

判
例
民
事
法
昭
和
九
年
度
五
〇
二
頁
)

こ
こ
に
私

の
書

い
た

一
審
判
決

に

つ
い
て
感
想
二
、
三
点
を
述

べ
る
こ
と
に
す

る
。
自
分

の
書

い
た
判
決
を
三
十
三
年
後
の
今

日
自

ら

批
評
す

る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の

一
審
判
決

は
全
文
前
掲
大
審
院
判
例
集

二

=

七
頁

以
下

に
登
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、

こ
こ
に
は

略
さ
せ
て
頂

く
。

本
件

の
最
も
重
要
な
争
点

は
、
和
議
法
第
四
十
九
条
に
よ
り
和
議

に
準

用
さ
れ
る
破
産
法
第
三
百
五
条

の
法
意

に
あ
る
。

条
文
に
は

「
強
制
和
議

の
提
供
者
又
は
第
三
者

が
強
制
和
議

の
条
件

に
依
ら
ず
し
て
或
破
産
債
権
者

に
特
別

の
利
益
を
与

ふ
る
行
為
は

無
効
と
す
」

と
あ
る
。

原
告

は
被
告

に
対
し

て
為
し
た
電
力
料

金
の
支
払

は
、

和
議

の
条
件

に
依
ら
な
い
も

の
、

即

ち
主
と
し
て
数
額

の
点
で

(支
払
の
時
期

等
に
っ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
)
和
議
条
件
以
上
の
多
額
を
支
払

っ
た
の
で
あ

る
か
ら
、

特
別

の
利
益
を
与
え
た
行
為

に
該
当
し
、

右
支
払

行
為
は
無
効

で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
に
不
当
利
得

を
原
因
と
し
て
本
訴

に
及
ん
だ
の
で
あ

る
が
、
も

し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
計
数
的

に
和
議

の
条
件
よ
り
多
額

に
支
払

を
し
た
こ
と
だ
け
を
主
張
す
れ
ば
事
足
り

る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
支
払
を
為

し
た
時

の
事

情
を
自

ら
事
細
か
に
主
張

し
て
い
る
の
は
何
故

で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
原
告

は
被
告
よ
り
電
力
料
金

の
支
払

を
為
さ
な
け
れ
ば
直
ち
に
送
電

を
中
止
す

る
旨
を
通
告
さ
れ
、
原
告

は
送
電

の
中
止
を
恐
れ
て
こ
れ
を
防
ぐ

た
め
、
又

一
方
原
、
被
告
共
電
力
代
金
債
権
を

一
般

の
先
取

特
権
あ
り
和
議
債
権
に
属
し
な

い
も
の
と
誤
信
し
た
た
め
に
支
払

っ
た
の
で
あ

る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
等

の
事

実

は
被
告

は
認
め
て
い
る
。
裁
判
所

の
解
す

る
破
産
法
第
三
百
五
条

の
法
意

か
ら
見
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
事
実

は
、
む
し
ろ
被
告

に
有
利
な

あ
る
飛
躍
上
告
事
件
の
追
憶

一
三
九
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一
四
〇

事
実

で
、
被
告

が
主
張
す

べ
き
事
実

で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、

こ
れ
ら
事
実
を
原
告
自

ら
主
張
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
第

一
に
、

原
告

が
前
述

の
よ
う

に
計
数
上
の
点
だ
け

で
、

い
わ
ゆ
る
特
別
利
益
を
供
与
し
た
こ
と
に
該
当
す

る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
た
め
と
、
第

二
に
は
、
か
か
る
支
払
を
為
し
た
当
時

の
事
情

を
述

べ
て
、
原
告

の
支
払

が
何
等
他
意

あ
る
に
あ
ら
ず
、
何
人
が
見
て
も
、
支
払
を
為
さ

ざ
る
を
得
な

い
無
理
か
ら
ぬ
情
況

の
あ

っ
た
こ
と
を
、
極
わ
め
て
自

然
に
そ
の
ま
ま
述

べ
た
も
の
と
見

る
べ
ぎ

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、

被
告
が
反
論
し
、
ま

た
裁
判
所

の
下
し
た
見
解

に
よ
れ
ば
、

こ
れ
ら

の
事
実
は
正
に
被
告
側

に
お

い
て
主
張
す

べ
ぎ
事
実

で
あ

っ
た
の
で

あ
る
。
も

っ
と
も
原
告
と
し
て
は
、
被
告

の
、
仮
に
本
件
支
払
が
無
効
で
あ
る
と
し
て
も
、
不
法
原
因
給
付

で
あ
る
か
ら
被
告
に
対
し
返

還

を
請
求

し
得
な

い
と

い
う
抗
弁
に
対
抗
す

る
た
め
に
、

原
告

の
支
払
が
全
く
善
意

(
日
常
用
語

の
意
味
に
お
け
る
)
で
被
告
も
ま

た
原
告

と
同
じ
気

持
ち
で
あ

っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
考
え
が
あ

っ
た
と
も
窺

え
る
の
で
あ
る
。
原
告
と
し
て
は
正
直

に
支
払
を
し
た
時

の
真
意
を

そ

の
ま
ま
述

べ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

最
近
東
京
高
裁

の
村
松
俊
夫
判
事

が
興
味
深

い
実
感
を
述

べ
ら
れ
た
。
(
法
律
時
報
昭
和
四
+

一
年
四
月
号
八
四
頁
)
日
く

「訴
訟

に
お

い
て
、

当
事
者
は
事
実
を
直
視
し
て
正
確

に
把
握

し
た
上
、
理
論
構
成

を
な
す

べ
き

で
あ

る
の
に
、
逆

に
法
律

に
事
実

を
あ
て
は
め
て
主
張
す

る

こ
と
が
往

々
な
さ
れ
て
裁
判
所
を
悩
ま
し
…
…
云
々
」

と
。

民
事
裁
判

を
永
ら
く
取
扱

っ
た
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
全
く
同
感

で
あ
る
が
、

本
件

に
つ
き
、
そ
の
点
を
顧

み
る
と
、
裁
判
所

が
悩
ま
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
原
告

は
事
実

を
あ
り

の
ま
ま
卒
直

に
主
張
し
て
い
て
、

一
審

の
裁
判
官
と
し
て
大
変
さ
わ
や
か
な
感

じ
を
受
け
た
こ
と
を
想
起
す

る
の
で
あ
る
。

と

い
う
の
も
、
本
件

に
お

い
て
は
、
最
も
重
要
な
、

破
産
法
第
三
百
五
条

の
特
別
利
益
供
与
行
為

の
解
釈

が
当
時
は
判
例
に
よ

っ
て
固
ま

っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
原
因
で
あ

っ
た
ろ

う
。
村
松
俊
夫
判
事
も
前
掲
引
用
部
分
に
続

い
て
、

「
あ
る
程
度
確
定
的
な
判
例
と
な

る
と
、

訴
訟

に
お
い
て
の
当
事

者
の
主
張

が
、
判

例

に
従

っ
た
理
論
構
成

に
よ

っ
て
な
さ
れ
て
く
る
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
。



こ
こ
で
、
破
産
法
第
三
百
五
条

の
法
意

に
つ
い
て
考
え

て
見

よ
う
。
法
文
前
段

の

「
和
議

の
提
供
者
又
は
第
三
者
が
和
議

の
条
件

に
依

ら
ず
し
て
」

と
あ
る
部
分

は
、
和
議

の
提
供
者

の
み
な
ら
ず
、
第
三
者
を
加
え
て
あ
る
点
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
以
外

は
、
読
ん
で
字

の

如
く
、
さ
し
て
問
題

に
な
る
程

の
こ
と
は
な

い
が
、
後
段

の

「
或
債
権
者
に
特
別

の
利
益
を
与
え
る
行
為
は
無
効

と
す
」
と
あ
る

「
特
別

の
利
益
」

が
何

を
特
別
と
い
う

の
か
間
題

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
条
文

は
前
段
と
後
段
を
切
り
離

し
て
考
え
る
べ
き

で
は
な
く
、
不
可

分

の
も

の
と
し
て

一
気

に
読
み
下
し
全
体
を
理
解
解
釈

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
こ
と
で
あ
る
。
原
告

は
上
告
理

由

に
お

い
て
、
司
法
省
編
纂
破
産
法
理
由
書
を
引

い
て
、
本
条

の
立
案
者

の
立
案
当
時

の
意
思

は
、
和
議

の
条
件

の
平
等
を
守
ら
し
め
る

に
あ

っ
た
こ
と
は
明
か
で
、
同
法
案
は
、
何
等
修
正
な
く
議
会
を
通
過
し
、
法
律
と
し
て
成

立
を
見

る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法

の
精
神
も
同

一
の
も

の
で
あ
る
と
解
す

べ
き
だ
と
主
張

し
た
。
立
案
者
が
和
議
条
件

の
平
等
に
重
点
を
置

い
て
い
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、

私
も
、
事
実

で
あ

っ
た
ろ
う
と
思
う
が
、
法
律

が
成
立
公
布
施
行
さ
れ
た
以
上
、
そ

の
条
文
を
解
釈
す
る
に
当

っ
て
は
、
立
案
者

の
意
思

は

一
つ
の
参
考
と
な
る
こ
と
は
言
う
を
倹

た
な
い
が
、
法
全
体

の
趣
旨
を
理
解
し

つ
つ
、
条
文

の
文
言
そ

の
も

の
に
よ

っ
て
、

こ
れ
を
正

し
く
解
釈
す

べ
き
も

の
で
あ
る
。
特
に
本
条

に
お
い
て
、
特
別
利

益
の
供
与
者
と
し

て
、
和
議

の
提
供
者

の
み
な
ら
ず
、
第
三
者

を
も
含

ま
せ
て
あ
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
本
条

は
、
和
議

の
決
議

が
公
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
し
た
も

の
で
、
当
事
者

が
、
そ
の
特
別
利
益
を

も

っ
て
、
和
議

の
成

立
に
利
用
す

る
意
識

が
あ

っ
た

こ
と
を
必
要

と
す
る
も

の
と
解
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ

る
。

松
岡
義
正
破

産
法
論
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か

く

解

す

る
と

き

、

原

告

の
支

払

行

為

が

特

別

利

益

供

与

行

為

に

該

当

す

る

か

ど

う

か

と

い
う

こ

と

に

な

る

と

、

本

件

電

力

料

金

の

支

あ
る
飛

躍

上
告
事

件

の
追
憶

一
四

一
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払
が
な
さ
れ
た
当
時

の
情
況
、
殊

に
原
告
、
被
告

の
当
時

の
意
思
、
心
理
状
態
等
が
本
訴

の
勝
敗
を
決
す
る
極
め
て
重
要
な
事
実
と
な

っ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

て
く

る
。

一
審
判
決
は
そ

の
事
実
摘
示
中
、
被
告

の
答
弁
を
掲
げ
、
次
に
、
抗
弁

と
し
て
破
産
法
第

三
百
五
条
に
よ

っ
て

「
原
告

の
本
件

弁
済
を
無
効
な
り
と
為
さ
む
に
は
、
単

に
客
観
的
に
特
別

の
利
益
を
与
え

た
る
事
実
あ
る
を
以

て
足
れ
り
と
せ
ず
云

々
」

と
記
載

し
て
あ

る
が
、
厳
格

に
言
え
ば
、
こ
れ
は
抗
弁
で
は
な
く
、
本
件

の
電
力
代
金

の
支
払
は
特
別
利
益
供
与
行
為
に
該
当
す
る
も

の
で
あ
る
と

の
原

告

の
主
張
を
否
認
し
、
同
法
条
の
法
意

に

つ
い
て
、

こ
れ
を
和
議

に
利

用
す
る
意
思
を
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
も
積
極
的

に
主
張

し
た
も
の
と
見

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
法
解
釈

の
問
題

は
、
も
と
よ
り
当
事

者

の
こ
の
点

の
主
張

あ
る
と
否
と
に
関
係
な
く
裁
判
所
が
当
然

判

断
す

べ
き
も

の
で
あ

る
が
、
そ

の
解
釈

の
も
と
に
法
律

が
こ
れ
に
該
当
す

る
に
必
要
な
要
件

(事
実
)
は
当
事
者

が
主
張
立
証

し

な

け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
私
が
こ
の

一
審
判
決
を
書

い
た
時

に
、
理
由

の
と
こ
ろ
に
は
、
抗
弁
と

い
う
言
葉
を
用

い
て

な

い
と
こ
ろ
を
見

る
と
、
事
実
摘

示
で
は
当
事
者

の
用

い
た
抗
弁
と

い
う
文
字
を
そ
の
ま
ま
用

い
た
に
過
ぎ
な

い
と
見
得
る
の
で
は
な
か

ろ
う

か
。
何
分
三
十
三
年
前

に
書

い
た
判
決

で
あ
る
か
ら
、

ハ
ッ
キ
リ
し
た
記
憶

が
な

い
。
上
告
審

の
判
決

で
は
、
原
審

は
被

上
告

会
社

の
前
記
抗
弁
を
認
容
し
、
上
告
会
社

の
請
求
を
排
斥
し
た
る
も

の
な
り
と
書

い
て
あ
る
。
事
実
摘
示

の
書
き
方
を
そ
の
ま
ま
書

い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
民
事
事
件
を
多
く
扱
う
と
、
抗
弁

で
あ
る
か
、
積
極
否
認

で
あ
る
か
、
ど
ち
ら
と
も
言
え

る
よ
う
な
事
例

に
ぶ

つ
か
る
こ

と
も
な

い
で
は
な
い
が
、
要

は
、
当
事
者

の
主
張
や
答
弁
を
正
確

に
把
握
し
、
原
告
被
告

の
何
れ
が
主
張
責
任
及
び
立
証
責
任

を
負

う
か

の
判
断
を
誤
ま
ら
ぬ
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
思
う
。

次

に
被
告

は
本
件
電
力
料
金

の
支
払

が
原
告
主
張

の
如
く
破
産
法
第
三
百
五
条
に
よ

っ
て
無
効

で
あ
る
と
し

て
も
、
原
告

は
不
法

の
原

因

の
た
め
に
給
付
し
た
も

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
が
返
還

を
請
求
し
得
な

い
も

の
で
、
原
告

の
請
求
は
失
当

で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
仮
定
抗
弁
で
あ
る
。

一
審
判
決
は
原
告

の
為
し
た
支
払
行
為
が
特
別
利
益
供
与

の
行
為

と
は
認
め
ら
れ
な

い
の
み
な
ら
ず
却

て
諸



般

の
事
実

か
ら
観
れ
ば
、
原
被
告
共
右
支
払
を
和
議

に
利
用
す
る
意
識
を
有

し
な
か

っ
た
も

の
と
認

め
ら
れ
る
と
断
言
し
、
更
に
進
ん
で
、

仮
定
抗
弁
を
も
認
容

し
、
本
件
電
力
料
金

の
弁
済

は
不
法
原
因
給
付
に
該
当
す

る
か
ら
、
原
告

は
こ
れ
が
返
還
を
請
求
し
得
な

い
も

の
で

あ

る
と
し
て
本
訴
請
求
を
排
斥
し
て
い
る
。

(
不
法
原
因
給
付
に
該
当
す
る
点
に
つ
い
て

松
岡
義
正

破
産
法
論

六
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)

今

日
こ
の
判
決
を
読
む
と
、

い
さ
さ
か
念

に
は
念
を
押
し
過
ぎ

て
い
る
感
が
あ
る
が
、
心
証
十
分
と
い
う
気
持
ち
か
ら
若

い
判
事

の
筆

が
走

っ
た
も

の
と
、
自
己
弁
護
に
な
る
が
、
そ
ん
な
気
持

ち
も
す

る
の
で
あ
る
。

兎

に
角
本
件

は
両
当
事
者
共
、
そ

の
主
張

が
す
な
お
で
正
直

で
、
事
実
関
係
に

つ
い
て
は
殆
ん
ど
争
な
く
、
法
律

の
解
釈

が
最
も
重
要

な
争
点
と
な

っ
て
い
て
、
し
か
も
こ
の
点

に

つ
い
て
は
大
審
院

は
も
ち
ろ
ん
、
下
級
審

の
判
例
も
な
か

っ
た
当
時

の
こ
と

で
、
す

べ
て
の

点

で
飛
躍
上
告

に
ふ
さ
わ
し

い

一
つ
の
典
型
的
な
事
件

で
あ

っ
た
と
も
謂
え
よ
う
。

あ
る
飛
躍
上
告
事
件
の
追
憶

一
四

三


